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本校の抱えていた課題 

体験の再検討 

目的意識 各学年の系統性 

児童の主体性の低下 

教師の異動に伴い 
体験のねらいや価値への理解が低下 



目指す児童の姿と手だての再考 

目指す児童の姿 
地域のことを好きになり 

        地域のことをよりよく知ろうとする 

将来にわたって地域に関わっていこうとする 

手だて 
①体験の「価値」の見直し 

②系統性のある学習プランの作成 



①体験の｢価値｣の見直し 

 児童が楽しみ 
    主体的に関われる 

新たな発見や驚きがある 

将来に向けて 
  夢や希望を感じられる 

目指す児童の姿 
地域のことを好きになり 

    よりよく知ろうとする 

 

 

将来にわたって地域に 

    関わっていこうとする 



各学年のテーマ 

②｢価値ある体験｣を生み出す    

    系統性のある学習プランの作成  

１年生 ｢初めての自然｣ 
田んぼや公園での活動 
季節の自然に触れる活動 

２年生 「初めての栽培」 
サツマイモの栽培活動 

地域の自然にかかわる活動 

３年生 「地域の自然」 
道保川で植物や動物に 

かかわる活動 

４年生 「自然の変化」 
四季を通した道保川や 
校庭の自然観察 

５年生 「本格的な栽培」 
田んぼでの稲作体験 

６年生 「社会と自然」 
地域を見つめ直す活動 



②｢価値ある体験｣を生み出す    

    系統性のある学習プランの作成  

①児童が楽しみ 
    主体的に関われる 

②新たな発見や驚きがある 

③将来に向けて 
    夢や希望を感じられる 



効果的な授業展開の工夫 

 低学年 
体験に「どっぷり」
つからせる 

中・高学年 
目的意識をもって
活動させる 

事後 
○学習成果の共有・  
 表現活動 
○成果や学びを伝える 
 感謝のお手紙 



「価値ある体験」を支える 

        地域人材の発掘 

 

地域の農家 
農協営農センター 
河川管理団体 
地元自治会 
保護者など 

活動協力・講演 

継続的なサポート 
引き継ぎファイル 



「価値ある体験」の実践 
１年生 

２年生 ３年生 

４年生 
５年生 ６年生 



実践の成果① 

～児童の思い、気づきから～ 



実践の成果② 

～児童の思い、気づきから～ 



今後の取り組み 

「価値ある体験」の充実のために 

検証方法の改善 
ワークシート中心 

 

アンケートとの併用 

地域との連携強化 
将来にわたった見取り 

地域との情報共有 

自ら考え、追求できる子にするために 

生活科・理科の体験充実 

主体的問題解決力の育成 

校内研究への活用 


